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理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
中
、
時
宜

を
得
た
テ
ー
マ
の
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
に
は
お
分
け

し
ま
す
の
で
、
教

育
同
盟
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
先

着
順
・
無
料
）

　
こ
の
度
、
同
盟
の
皆
様
方
を
お

迎
え
し
て
、
第
１
１
３
回
定
時
総

会
を
北
星
学
園
大
学
で
開
催
で
き

ま
す
こ
と
に
学
園
を
代
表
し
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
同
盟
Ｈ
Ｐ
の

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
」
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
２
０
２
５
年
４
月
号

に
、
弊
学
園
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
補
足
的
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ

は
、
同
盟
の
教
研
テ
ー
マ
に
沿

い
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る

「
平
和
」
で
す
。
こ
の
選
択
は
、

学
園
が
「
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く

教
育
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
敗

戦
後
50
年
目
に
「
北
星
学
園
平
和

宣
言
」
に
て
「
新
た
な
時
代
の
平

和
を
つ
く
る
学
園
と
し
て
歩
む
」

こ
と
を
表
明
し
、
今
年
、
北
海
道

被
爆
者
協
会
か
ら
「
北
海
道
ノ
ー

モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
」
を
譲
渡

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
北
星
学
園
の
平
和
教
育
の
原
点

は
、
１
８
５
１
年
生
ま
れ
の
創
設

者
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
信
仰
と

生
き
方
に
あ
り
ま
す
。
７
歳
で
孤

児
と
な
り
、
南
北
戦
争
の
南
軍
捕

虜
が
数
千
人
死
ん
だ
収
容
所
が
あ

る
エ
ル
マ
イ
ラ
の
第
一
長
老
派
教

会
で
受
洗
し
、
人
々
の
援
助
を
得

て
学
校
を
卒
業
し
仏
独
留
学
後
に

教
員
と
な
り
、
牧
師
で
早
世
し
た

兄
の
遺
志
を
継
い
で
１
８
８
０
年

に
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
て
い
ま

す
。
新し

ん
さ
か
え栄

女
学
校
校
長
の
時
、
リ

ウ
マ
チ
に
罹
患
し
宣
教
師
協
会
に

帰
国
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
拒
み
、
宣
教
の
た
め
治
療
可

能
な
北
海
道
に
移
り
、
ク
ラ
ー
ク

の
札
幌
農
学
校
１
・
２
期
生
、
内

村
鑑
三
等
の
奨
め
等
に
よ
り
、
札

幌
に
７
人
の
女
子
を
伴
い
、
弊
学

園
の
源
と
な
る
「
全
寮
制
女
学

校
」
を
全
私
費
で
始
め
て
い
ま

す
。
晩
年
の
帰
国
後
も
パ
サ
デ
ナ

（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
か
ら
札

幌
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
贈

り
物
を
、
95
歳
で
召
天
す
る
１
９

４
７
年
ま
で
続
け
ま
し
た
。

　
ス
ミ
ス
は
、
新
渡
戸
稲
造
等
の

協
力
を
得
て
、
社
会
的
に
弱
い
個

人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
国
際
的
教

養
を
養
う
英
語
教
育
を
し
ま
し

た
。
そ
の
英
語
教
育
を
受
け
た
７

人
の
一
人
、
河か

わ

井い

道み
ち

は
米
国
留
学

後
に
恵
泉
女
学
園
を
設
立
し
、
新

憲
法
制
定
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
討
論

会
で
日
本
の
民
主
主
義
教
育
に
つ

き
講
演
し
て
い
ま
す
。

　
男
子
校
時
代
の
大
学
附
属
高
校

は
、
１
９
７
５
年
に
全
国
に
先
駆

け
、
全
盲
の
生
徒
に
入
学
試
験
・

授
業
を
行
い
、
大
学
も
続
き
ま
し

た
。
背
景
に
は
大
学
が
１
９
６
２

年
の
開
学
以
来
、
北
海
道
の
社
会

福
祉
教
育
を
牽
引
し
、
ま
た
１
９

６
５
年
に
全
国
の
不
登
校
生
等
に

学
ぶ
道
を
開
い
た
余
市
高
校
の
存

在
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

地
下
鉄
東
西
線
「
北
星
学
園
大
学

前
・
大
谷
地
」
駅
で
改
札
よ
り
左

手
側
の
「
出
口
１
」
か
ら
徒
歩
７

分
で
す
。
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

他
、
チ
ャ
ペ
ル
で
の
礼
拝
と
オ
ル

ガ
ン
演
奏
、
大
学
会
館
で
の
懇
親

会
等
を
準
備
し
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
と
の
親
し
い
お
交
わ

り
と
総
会
が
主
の
御
導
き
の
も
と

世
界
の
平
和
実
現
へ
向
け
豊
か
に

恵
ま
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

〈
北
星
学
園
理
事
長
・
学
園
長
、

教
育
同
盟
理
事
〉

古川敬康

ようこそ北星学園へ！

第113回定時総会
６月13日（金）・14日（土）
（学）北星学園で開催

日笠山吉之

　「その後　
　わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。
　あなたたちの息子や娘は預言し　
　老人は夢を見、若者は幻を見る。」
� （ヨエル書3章1節）

　ペンテコステを祝う季節となりました。年に
よって約１か月の開きがあるペンテコステです
が、毎年５月から６月にかけて巡ってくるこの
季節が私は大好きです。それは、春に芽吹いた
草木の新緑がいっそう濃くなり、神が創造され
た被造物から生き生きとしたエネルギーをいた
だくことができるからです。この頃になると、
新学期当初は緊張していた生徒たちの表情もほ
ぐれ、学校全体が活気に満ちてきます。
　最初のペンテコステを経験したイエスの弟子
たちも、エネルギーに満ち溢れていました。そ
の日、神から聖霊を注がれた弟子たちは、霊が
語らせるままに神の御業を語り出した…と『使
徒言行録』は伝えています。その有様を見て、
周りの人々は弟子たちが朝っぱらから酒に酔っ

ているのではないかと驚き怪しむのですが、ペ
トロは彼らを制して朗々と説教を語り始めるの
です。その時にペトロが冒頭で引用した御言葉
が、『ヨエル書』の３章でした。すなわち、か
つて旧約の預言者ヨエルが語った言葉が、今、
実現したのだ！と。主イエスが弟子たちに約束
された聖霊が、今、一人一人に注がれたのだ！
と。
　学校で日々生徒たちに接していると、清々し
い挨拶をしてくれる子や生き生きとした表情で
話しかけてくれる子がたくさんいます。しか
し、中には元気のない子、けだるそうな表情の
子もいます。そんな彼らが聖書の言葉によって
励まされ、生き生きとした表情でそれぞれの夢
に向かって歩むことができますように…と祈る
ことが、私たちに与えられた大切な務めではな
いでしょうか。
　神からの豊かな聖霊が、それぞれの学校に集
うすべての子どもたちと皆さんの上にこれから
も日々注がれますように。
� 〈九州学院チャプレン〉

聖書のことば

　
昨
年
11
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
し
た
講
演
会
の
記

録
冊
子
が
完
成
し
ま
し

た
。
昨
年
４
月
か
ら
「
合

一
般
社
団
法
人 

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振
興
助
成
」

�

２
０
２
５
年
度
申
請
は
締
切
間
近
で
す

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等

へ
の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育

同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　
６
月
14
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
８
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

　
９
月
上
旬　
助
成
先
発
表
（
本
紙
）

参加申込みを受付中参加申込みを受付中
夏期研修会（全国）夏期研修会（全国）

要項・申し込みフォームへはQRコード→同盟HPから

第11回全国事務局長・事務長会議
� 申込締切 ７/25（金）
９／５（金）～６（土）　福岡女学院大学
　建学の精神を具現化するため、事務局ト
ップが問題意識を持って現状と課題を捉
え、他校の先行事例に学びながら自校での
新たな試みに繋げることが目的です。全国
的ネットワーク構築の機会でもあります。

第5回キリスト教活動担当事務職員研修会
� 申込締切 ７/28（月）
8／28（木）～29（金）　東北学院大学
　課題共有や情報交換により互いの相違
点と共通点を見出し、職員の立場でキリ
スト教活動の一層の活性化を模索。キリ
スト教学校教育の理念の明確化と加盟校
同士の一致を目指します。

第12回大学新任教員研修会� 申込締切 ７/25（金）
8/29（金）　オンライン開催（定員50名）
　キリスト教大学の今日的意義は何であ
り、どのような歴史的背景を持つのか、
クリスチャンであるなしにかかわらずそ
の学校に勤務する教員に期待される役割
を共に考え、学びます。

第10回全国災害支援連絡会議
� 申込締切 6/27（金）
8/７（木）～8（金）　北陸学院、輪島市他（定員40名）
　災害時の課題や支援・連携の
実践について、現地の声に耳を
傾けて共に学びます。危機管理
担当者、防災・災害支援に携わ
る方同士の関係作りも目的の一
つです。

第5回中小規模学校連携協力懇話会
� 申込締切 ７/11（金）
8/25（月）～26（火）　同志社中学校・高等学校
　進む少子化の中、キリスト教
主義中小規模大学・中高の学校
存続の在り方をめぐり、多角的
・多面的に今後の方向性の模
索、判断の具体例についての発
題と分団討議を行います。

第69回大学部会研究集会
� 申込締切 ７/22（火）
8/21（木）　ホテルエミシア札幌（定員40名）
　戦後80年の節目を迎え、「平和
を求めて」「キリスト教学校の使
命」をテーマに、「平安（シャロー
ム）」の実践的な意義やキリスト
教大学における平和教育及び平
和研究の課題について考えます。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇
談
会

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇
談
会

第第
2222
回
講
演
会

回
講
演
会

冊
子
の
ご
紹
介

冊
子
の
ご
紹
介

合理的配慮と
インクルーシブ教育を考える
～一人ひとりに寄り添うキリスト教学校～

基調講演
「ケアとしてのインクルーシブ
　～合理的配慮から対話的包摂へ～」

ノートルダム清心女子
大学人間生活学部教授　﨑川　修

事例報告Ⅰ
医療現場からの報告
～子どもに寄り添い共に生きる～

子どもと家族のメンタル
クリニックやまねこ院長　田中　哲

事例報告Ⅱ
高校現場からの報告
～合理的配慮・UDL～

� YMCA学院高等学校校長　鍛治田千文

　
夏
の
研
修
会
参
加
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
同
盟
Ｈ
Ｐ
の
案
内

ペ
ー
ジ
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。



（2）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （７８４号）2025年６月15日（日）

　
今
年
、
学
校
法
人
Ｏ
Ｃ
Ｃ
は

創
立
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
第
５
回
内
国
勧
業
博
覧
会

（
１
９
０
３
年
）
が
大
阪
で
開

催
さ
れ
、
そ
の
際
に
求
道
・
入

信
し
た
人
々
を
育
成
す
る
た
め

に
、
河
邊
貞
吉
が
１
９
０
５
年

に
「
大
阪
伝
道
館
」
を
設
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
法
人
Ｏ

Ｃ
Ｃ
は
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
１
９
２
２
年
に
、
自

由
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神
学
校
と
し
て

現
在
の
大
阪
市
阿
倍
野
区
の

「
丸
山
の
丘
」
に
移
転
。
そ
の

後
、
聖
愛
幼
稚
園
も
開
園
、
１

９
５
２
年
に
は
短
期
大
学
が
設

置
さ
れ
、
現
在
は
幼
児
教
育
学

科
に
「
こ
ど
も
学
コ
ー
ス
」

「
教
育
テ
ッ
ク
コ
ー
ス
」「
日

本
語
別
科
」「
介
護
別
科
」
を
設

置
し
、
日
本
人
学
生
に
加
え
て
、

多
く
の
留
学
生
が
学
ぶ
国
際
色
豊

か
な
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
神
第
一
」
を
掲
げ
た
河
邊
貞

吉
の
精
神
は
そ
の
後
も
学
校
の
中

で
受
け
継
が
れ
、
時
代
が
変
わ
り

指
導
者
が
変
わ
っ
て
も
、
聖
書
的

人
間
観
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
伝
道
者

で
あ
っ
た
河
邊
貞

吉
が
常
に
指
し
示

し
て
い
た
、「
道

・
真
理
・
命
」
で

あ
る
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
倣
う
生

き
方
を
追
い
求
め

る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
り
、
本
館

「
河
邊
ホ
ー
ル
」
に
向
か
っ
て

進
む
と
、
必
ず
目
に
す
る
記
念

碑
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
刻
ま

れ
て
い
る
言
葉
こ
そ
「
わ
た
し

は
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ
り
、

命
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
14
章
６
節
）」
の
み
言
葉

で
す
。
１
２
０
年
が
経
ち
、
学

校
の
教
育
内
容
は
変
わ
っ
た
と

し
て
も
、
神
と
人
に
仕
え
る
人

間
の
育
成
を
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
学
校
法
人
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
建
学
の

精
神
で
あ
り
使
命
で
す
。

�

岩
橋
竜
介

�

〈
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

チ
ャ
プ
レ
ン
〉

河か

わ

邊べ

貞て

い

吉き

ち

（
１
８
６
４
～
１
９
５
３
）

学
校
法
人
Ｏ
Ｃ
Ｃ（
大
阪
キ
リ
ス
ト
教

短

期

大

学
）

道
・
真
理
・
命
を
示
し
て

キリスト教

Christian Educator Story

教育者物語

第108回

2023・2024年度
カウンセリング研究会テーマ（一部抜粋）
関西地区
《カウンセリング研修会》
◇ �学校で役立つ支援とは 
～生徒／保護者の理解と対応、及び教員のメンタルヘルス～

◇ �不登校・不適応支援の実際 －別室（居場所）について－
◇ SNSを用いた心理支援 －SNSカウンセリングの実際－
◇ 教員支援の実際 ―校内事例研究会を通して―

《カウンセリング夏合宿研修会》
◇ �Holding mind in mind 
―生徒のこころをどう理解するか―（2022年）※他地区参加有

◇ SNSを用いた心理支援 －SNSカウンセリングの実際－
◇ �発達神経症の支援 
―医療現場の実践と教育現場へのアドバイス―

《スクールカウンセリング担当者の集い》
◇ �校内で支援に携わる先生方の座談会 
（オンライン開催・2020年）

◇ �スマホ時代の教員及びカウンセラーが知っておき
たい事

◇ �アタッチメント（愛着）について 
－思春期・青年期におけるアタッチメント－

《基礎研修講座》
◇ キリスト教主義教育の基礎、子どもたちの理解
◇ �キリスト教主義教育における課題対応とこれから
の組織つくり ※他地区参加有

◇ �クラス運営や学年運営で生じる危機とその管理・対応 
※他地区参加有

◇ �チーム支援とキリスト教教育におけるカウンセリ
ングの在り方

◇ �合理的配慮の学内事例から学ぶこと 
（個別支援計画書等の作成、手続き具体的事例など）

◇ 各校の「合理的配慮」事例の情報交流
◇ �私立学校における支援体制の紹介 
（SSWの実践例紹介など）

◇ �小学生から大学生までのサポート支援から見えるもの 
―学校、家庭との連携について

◇ Newコースの設立と学校改革 ―松山学院の実践から

関東地区
《カウンセリング研修会》
◆ 子どもの言葉が育つのに大切なこと
◆ �生徒とどう向き合うか 
～存在を大切にする接し方が生徒を集団へ向かわせる～

◆ �生徒のBeingを支えるために必要なこと・妨げになること
◆ �担任を始めとして複数の教員が関わりながら、「チー
ム」としてどのように動くことが求められているのか

《カウンセリング基礎講座》（演習中心）
◆ �体験的に学ぶ 
�人と人が出会うということ／何が生徒理解を妨げているのか
／目の前の生徒と「共に生きる」ということ

◆ナラティブ・アプローチの基本的な考え方

　
関
西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
研
究
会
（
以
下
、
当

研
究
会
）
は
、
約
60
年
の

歴
史
を
持
つ
、
同
盟
校
の

生
徒
理
解
、
支
援
の
向
上

を
目
的
と
し
た
研
究
会
で

す
。
長
年
に
わ
た
り
、
先

人
た
ち
の
努
力
と
工
夫
に

よ
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な

多
様
な
研
修
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
顧
問
で
あ

る
私
は
、
事
務
局
と
共
に

そ
の
企
画
・
運
営
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
研
究
会
で
は
、
年
間

を
通
し
て
様
々
な
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
事
例
研
究
会
は
年
４

回
開
催
さ
れ
、
具
体
的
な

事
例
に
つ
い
て
参
加
者
で

検
討
し
、
助
言
者
か
ら
の

専
門
的
な
助
言
を
通
し
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
日
々

の
教
育
現
場
で
直
面
す
る

課
題
に
対
し
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
考
察
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
研
修
会
は
年
２
回
開
催

さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
講
師
を
招
き
、
講
義

形
式
で
有
益
な
知
識
や
理

論
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
開
催
地
は
京
阪
神
と

他
の
地
域
と
で
交
互
に
行

わ
れ
、
よ
り
多
く
の
参
加

者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
性
の
高
い
学
び

を
深
め
る
と
と
も
に
、
参

加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
場
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　
夏
合
宿
研
修
会
は
、
か

つ
て
長
野
県
美み

麻あ
さ

村
（
現

大
崎
市
）
で
４
泊
５
日
の

日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
奈
良
県
天

川
村
洞ど

う

川か
わ

温
泉
に
て
２
泊

３
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
日
常
の
喧
騒
か

ら
離
れ
、
講
師
か
ら
の
学

び
や
自
己
の
内
省
、
参
加

者
と
の
交
流
を
通
し
て
、

新
た
な
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
特
別
な
体
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、
よ
り
深
い
学
び
と
こ

こ
ろ
の
栄
養
を
補
充
で
き

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
担
当
者
の
集

い
は
年
１
回
開
催
さ
れ
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

だ
け
で
な
く
、
教
育
に
関

わ
る
様
々
な
職
種
の
方
が

ン
グ
マ
イ
ン
ド
と
い
っ
た

内
容
が
中
心
で
し
た
が
、

近
年
で
は
学
校
問
題
の
多

様
化
に
伴
い
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
神
経
発
達
症
、

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
な
ど
、
幅
広
い

テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師

の
方
々
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
限
定
せ
ず
、
大
学
教

員
、
医
師
、
弁
護
士
な

ど
、
多
様
な
専
門
家
に
お

願
い
す
る
こ
と
で
、
よ
り

専
門
的
で
多
角
的
な
学
び

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
当
研
究
会
の

活
動
を
象
徴
す
る
よ
う
な

印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
一

つ
目
は
、
現
大
阪
女
学
院

理
事
長
の
長
谷
川
洋
一
先

生
が
新
任
の
頃
の
お
話
で

す
。
生
徒
支
援
が
う
ま
く

い
か
ず
、
自
信
を
失
い
落

ち
込
ん
で
い
た
長
谷
川
先

生
は
、
先
輩
教
員
に
誘
わ

れ
て
夏
合
宿
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
講
師
の

方
か
ら
「
長
谷
川
先
生
は

聴
く
こ
と
が
大
変
上
手

だ
」
と
い
う
言
葉
を
い
た

だ
き
、
こ
の
言
葉
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
生
徒
支
援

に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
の
長
い
教
員

生
活
の
大
き
な
支
え
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
研
修
で

の
出
会
い
や
こ
と
ば
が
、

そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
、
非
常
に
示
唆
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
以
前
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
で

島
根
県
の
キ
リ
ス
ト
教
愛

真
高
等
学
校
を
訪
問
し
た

際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

当
初
は
、
こ
ち
ら
か
ら
様

々
な
情
報
や
知
識
を
提
供

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
愛
真
高
等

学
校
の
教
育
方
針
、
運

営
、
そ
し
て
生
徒
さ
ん
の

話
な
ど
を
伺
う
う
ち
に
、

そ
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
気
付
け
ば
、
こ
ち

ら
か
ら
多
く
の
質
問
を

し
、
私
た
ち
の
方
が
多
く

の
学
び
を
得
る
と
い
う
、

大
変
印
象
深
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
通
し
て
、
研
修
は
一
方

的
な
知
識
伝
達
の
場
で
は

な
く
、相
互
の
学
び
合
い
、

触
発
の
場
で
も
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
私
た
ち
が
危
惧

し
て
い
る
の
は
、
研
修
会

へ
の
参
加
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
そ
の
傾
向
が
顕

著
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
参
加
費
や
交
通
費
な

ど
の
経
済
的
な
負
担
、
そ

し
て
教
員
の
多
忙
化
や
働

き
方
改
革
の
影
響
で
、
先

生
方
が
研
修
に
参
加
す
る

た
め
の
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
要
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
先
生
方
の
学
び

へ
の
意
欲
は
依
然
と
し
て

高
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
現
実
的
な
制
約
が
あ

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

先
の
長
谷
川
理
事
長
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
も
あ
る
よ
う

に
、
研
修
会
で
の
学
び

は
、
そ
の
後
の
教
員
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
の
変
化
が
教
育

現
場
に
及
ぼ
す
影
響
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
継
続

的
な
学
び
の
機
会
は
不
可

欠
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

当
研
究
会
は
、
今
後
も
同

盟
校
と
緊
密
に
連
携
し
、

キ
リ
ス
ト
教
を
土
台
と
し

た
皆
様
の
教
育
活
動
や
生

徒
理
解
、
支
援
の
実
践
に

役
立
つ
研
修
会
を
企
画
・

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
テ
ー
マ
設
定
、
経

験
豊
富
な
講
師
に
よ
る
質

の
高
い
研
修
を
通
し
て
、

参
加
者
の
皆
様
の
専
門
性

の
向
上
と
実
践
力
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
関
西
地
区
以
外
の
方

々
の
ご
参
加
も
心
よ
り
歓

迎
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

私
た
ち
の
研
修
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
共
に
学

び
、
成
長
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。�

木
下
忠
恭

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会
の
働
き

関
東
地
区・関
西
地
区

～
関
西
地
区
の
取
組
み
か
ら
～

　
地
区
協
議
会
・
中
高
部
会
に
は
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
関
東
地
区
と
関
西
地
区

で
集
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
関
西
地
区

の
活
動
を
中
心
に
そ
の
働
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2017関西地区夏合宿研修会

2008関東地区定例会（本紙615号より）

参
加
可
能
で
す
。
異
な
る

立
場
の
方
々
が
一
堂
に
会

し
、
共
に
学
ぶ
こ
と
で
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
学
校

現
場
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
基
礎
研
修
講
座
は
、
同

志
社
中
学
校
が
中
心
と
な

り
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
年
３
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

基
礎
を
学
び
た
い
方
に
と

っ
て
有
益
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
研
修
会
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
テ
ー
マ
が
選
定
さ
れ
、

そ
の
分
野
の
専
門
家
で
あ

る
講
師
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
以

前
は
傾
聴
や
カ
ウ
ン
セ
リ

〈
清
教
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
／
大
阪
女
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校 

ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
関

西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
顧
問
〉

《
関
西
》
第
１
回
研
修
会

６
月
21
日
（
土
）
14
時
30
分
～

／
啓
明
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
（
神
戸
市
須
磨
区
）

「
現
代
の
思
春
期
の
こ
こ
ろ
、

親
の
こ
こ
ろ
」

《
関
東
》
第
52
回
定
例
会

６
月
28
日
（
土
）
13
時
～
／
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催

「
こ
ど
も
の
成
長
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
の
影
響
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

６
月
開
催
の
研
修
会
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「
教
員
が
元
気
で
な
け
れ

ば
、
良
い
教
育
を
児
童
・

生
徒
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
先
生
方
が
元
気
に

な
っ
て
学
校
に
戻
り
、
良

い
教
育
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、こ
の
合
宿
は
あ

る
。」

　
昨
年
度
ま
で
実
行
委
員

長
を
務
め
ら
れ
た
長
谷
川

洋
一
先
生
（
大
阪
女
学
院

理
事
長
）
の
言
葉
で
す
。

　
毎
年
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
が
こ
の
言
葉
通
り
、
笑

顔
で
合
宿
を
終
え
、
元
気

に
新
学
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
参
加
者

の
感
想
（
一
部
抜
粋
）
か

ら
引
用
し
ま
す
。

「
奈
良
の
洞
川
の
自
然
に

癒
さ
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
立
ち
止
ま
り
、
考
え
る

こ
と
が
許
さ
れ
た
３
日
間

で
し
た
。
今
回
の
合
宿
の

後
、
日
常
生
活
に
戻
り
、

自
分
の
調
子
が
い
い
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
自
分
の
声
を
聞
き
、

自
分
の
限
界
を
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。」

「
主
題
で
あ
る
『
立
ち
止

ま
っ
て
見
つ
め
な
お
そ

う
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
通

り
に
、
自
分
の
働
き
・
人

生
・
信
仰
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
思
い
を
巡
ら
す
と
き

と
場
と
仲
間
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
慌
た
だ
し
さ
の

中
で
過
ご
す
私
た
ち
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
深
呼

吸
し
て
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
教
員
と
し
て
の
立
ち
方

や
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
な
が
ら
歩
み
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。」

　
今
年
度
も
講
師
に
水
口

洋
先
生
（
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

学
園
理
事
長
、
玉
川
聖
学

院
理
事
）
と
二
宮
一
美
先

生
（
く
る
み
心
理
オ
フ
ィ

ス
代
表
、
元
関
西
学
院
高

中
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を

迎
え
ま
す
。
喜
び
と
恵
み

に
満
ち
溢
れ
た
時
を
ご
一

緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

�
黒
木
佐
幸

〈
西
南
学
院
小
学
校
校

長
、
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

合
宿
実
行
委
員
長
〉

　
日
々
変
化
す
る
社
会
の

只
中
で
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
お
い
て
そ
の
教
育
の
根

幹
を
支
え
て
い
る
事
務
職

員
の
皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ

特
有
の
課
題
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
自
校
の
魅

力
を
再
確
認
し
つ
つ
、
守

り
抜
く
べ
き
こ
と
は
何

か
、
変
え
て
ゆ
く
べ
き
こ

と
は
何
か
を
、
建
学
の
精

神
に
基
づ
き
見
つ
め
直
す

こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
を

同
労
者
と
分
か
ち
合
う
こ

と
が
、
解
決
へ
の
道
標
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
の
キ
リ
ス
ト
教

活
動
担
当
事
務
職
員
研
修

会
は
、
主
題
を
「
キ
リ
ス

ト
教
っ
て
魅
力
な
い
の

？
」
と
し
ま
し
た
。
東
北

学
院
大
学
文
学
部
准
教
授

・
宗
教
主
任
の
大
門
耕
平

先
生
よ
り
「
学
校
教
育
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教

育
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。
本
研
修
会

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

時
間
を
十
分
に
設
け
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
普

段
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
他
校
の
日
常
的
な
活
動

キリスト教活動担当事務職員研修会
これまでの主題や講演テーマから

2014「共に祈り共に生きよう�
� ―クリスマス礼拝・行事 各校事例に学ぶ―」

2015「共に祈り共に生きよう�
� ―特別礼拝・各校事例に学ぶ―」

2016「学校におけるキリスト教活動のこれからのあり方」

〈2017〜2020休止、2021から新たに開催〉

※
2021「キリスト教活動のあり方とは？」
　　　講演「キリスト教学校の建学の精神を�
� 自ら支える事務職員の使命」

※
2022「学校法人におけるキリスト教活動のあり方」
　　　講演「キリスト教活動における�
� 協働と活性化をめざして」
2023「キリスト教活動支援とカルト」
　　　講演「カルトを問うとは『愛』を問うこと」

2024「キリスト教って何？�
　　　～キリスト教学校で大切にしたいこととは何か～」
　　　講演「生徒・学生の物語と聖書の物語の出会い」
　　　　　「実際の取組みについて ―アンケートを基に―」
※2021、2022はオンライン開催

内
容
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
取
組
み
、
業
務
を
進

め
る
上
で
の
悩
み
な
ど
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
共
有

し
、
情
報
交
換
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
年
齢

層
は
新
任
者
か
ら
役
職
者

ま
で
と
幅
広
く
、
様
々
な

視
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
活

動
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

す
。
地
域
や
学
校
規
模
を

問
わ
ず
同
労
者
が
集
ま
る

貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

廣
瀬
真
理
香

〈
明
治
学
院
大
学
職
員
、

キ
リ
ス
ト
教
活
動
担
当
事

務
職
員
研
修
会
実
行
委
員

長
〉

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

問
合
せ
＝
☎082-228-0380

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

職
種
＝
経
営
分
野
、
情
報

分
野　
教
授
、准
教
授
、

講
師
又
は
助
教　
各
１

名
採
用
予
定
日
＝
９
月
20
日

応
募
締
切
＝
６
月
23
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
人
間
関
係
学
部
心
理
学

科職
種
＝
基
礎
心
理
学
領
域　

教
授
、
准
教
授
又
は
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
１
日

▼
人
間
関
係
学
部
子
ど
も

発
達
学
科

職
種
＝
特
別
支
援
教
育　

教
授
、
准
教
授
又
は
講

師　
１
名

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日

又
は
26
年
４
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
27
日

▼
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
部
国

際
キ
ャ
リ
ア
学
科

職
種
＝
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ　
准
教
授
又
は
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
29
日

問
合
せ
＝
☎092-575-2971

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
①
基
礎
看
護
学　

講
師
又
は
助
教
②
高
齢

者
看
護
学　
教
授
又
は

准
教
授　
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
①
９
月
予

定
応
募
締
切
＝
①
７
月
21
日

②
11
月
30
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

▽
青
山
学
院
高
等
部

職
種
＝
①
地
理
歴
史
科

（
世
界
史
）
②
国
語
科　

特
別
教
諭　
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
６
月
16
日

②
６
月
23
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
①
養
護　
専
任
教

諭　
②
家
庭
科　
非
常

勤
講
師　
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
６
月
10
日

②
８
月
29
日

問
合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・

高
等
科

職
種
＝
英
語
科
、理
科（
物

理
）、
家
庭
科　
常
勤

講
師　
各
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
27
日

問
合
せ
＝
☎03-3786-1136

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東

村
山
高
等
学
校

職
種
＝
数
学
科　
専
任
教

員　
若
干
名
（
内
１
名

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
限
定

採
用
）

応
募
締
切
＝
６
月
25
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
数
学
科　
常
勤
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
19
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
社
会
科　
専
任
教

員　
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
24
日

問
合
せ
＝
☎072-831-0285

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
日
本
語
科　
専
任

教
員　
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
探
究
科　
専
任
教

員
又
は
常
勤
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
６
月
23
日

問
合
せ
＝
☎06-6741-7005

▽
関
西
学
院
高
等
部

職
種
＝
数
学
科　
非
常
勤

講
師　
１
～
２
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
27
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-0975

▽
広
島
女
学
院
中
学
高
等

学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教

諭
又
は
常
勤
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
６
月
16
日

問
合
せ
＝
☎082-228-4131

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定

日
は
26
年
４
月
１
日
で

す
。

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

文
化
表
現
学
科

職
種
＝
音
楽
学
（
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
）
教
授
、
准

教
授
又
は
助
教　
１
名

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日

又
は
26
年
４
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
17
日

問
合
せ
＝
☎045-812-8211

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
間
生
活
学
部
児
童
教

育
学
科

職
種
＝
幼
児
教
育
学
・
初

等
教
科
教
育
学　
准
教

授
又
は
専
任
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
７
月
15
日

　
本
紙
２
０
０
６
年
４
月

号
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
キ

リ
ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ
」
欄
は

今
年
、
掲
載
20
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
記
事
は
掲
載
当
初
か
ら

４
地
区
の
持
ち
回
り
（
当

時
は
４
校
の
聖
書
科
教
員

が
チ
ー
ム
で
担
当
）
で
執

筆
さ
れ
、
数
年
ご
と
の
連

載
期
間
後
に
は
、
記
事
を

ま
と
め
た
小
冊
子
も
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

教
に
関
す
る
解
説
や
教
員

の
経
験
談
が
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
冊
子
は
１
冊
１
０
０
円

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。（
関

東
地
区
冊
子
は
頒
布
終

了
。）夏
の
研
修
に
も
利
用

で
き
る
、
分
か
り
や
す
い

20252025  
夏
期
研
修
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

夏
期
研
修
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

教員リフレッシュ研修（合宿）
2025年
8月18日（月）～20日（水）
洞川温泉あたらしや旅館

キリスト教活動担当事務職員研修会
2025年 8月28日（木）～29日（金）

東北学院大学 五橋キャンパス

〈要項等は1面のORコードからご覧ください〉

洞
川
温
泉
の
豊
か
な
自
然
と

昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並

講演の時間もゆったりと

体もリラックスさせて

明治学院（2023年度）西南学院（2024年度）講演後のグループワーク

教員リフレッシュ研修（合宿）
これまでの主題や講演テーマから
2021～22「立ち止まって見つめなおそう」
 ※2021発題「伝えられたものを手渡すために」
　2022発題「心に疲れを覚えるとき、�
� 立ち止まって考える」
　　　　　「教師の仕事の特性を踏まえて」
2023～24「立ち止まって自分を再発見しよう」
　2023発題「疲れを覚えるときに」「疲れを癒すために」
　2024発題「心と体をリフレッシュするために」
　　　　　「教師の仕事を続けていくために �
� ～人とのかかわりの中で～」
※�研修中は「発題→振返りと静まりの時」を繰り返しなが
ら、自らの歩みや働きを考えます。

※2021はオンライン開催

冊
子
の
ご
紹
介

キ
リ
ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ

要項・お申し込みは
右のQRコードから

（
東
北
・
北
海
道
地
区
・

２
０
１
４
）

【
テ
ー
マ
】
キ
リ
ス
ト
教
で
は

怒
ら
な
い
の
？
／
愛
っ
て
な
に

？
／
学
校
の
礼
拝
と
教
会
の
礼

拝
／
キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
／
他

宗
教
と
の
違
い
／
ほ
か

（
関
西
地
区
・
２
０
１
１
）

【
テ
ー
マ
】
十
字
架
／
楽
器
／

賛
美
歌
／
祈
り
／
牧
師
／
祭
服

／
洗
礼
／
聖
餐
／
キ
リ
ス
ト
教

の
シ
ン
ボ
ル
（
羊
・
魚
・
麦
・

鳩
・
ぶ
ど
う
等
）

（
西
南
地
区
・
２
０
１
３
）

【
テ
ー
マ
】
チ
ャ
ペ
ル
・
礼
拝

／
聖
書
の
読
み
方
読
ま
せ
方
／

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
生
徒
指
導

／
生
き
方
処
方
箋
（
ガ
ラ
ス
の

10
代
・
20
代
に
、
30
代
の
あ
な

た
へ
、40
代
・
50
代
、等
）ほ
か

「
と
ま
ど
い
」と
い
う
名
の

た
か
ら
も
の

こ
こ
が
知
り
た
い

キ
リ
ス
ト
教

知
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど

キ
リ
ス
ト
教

内
容
が
満
載
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
「
刊
行

物
に
つ
い
て
」「
教
育
同

盟
の
刊
行
物
ご
案
内
」
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

刊行物一覧、
申込用紙は
こちらから



（4）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （７８４号）2025年６月15日（日）

　「洗礼式は結婚式より大事なことだから、洗
礼を受けることになったら教えてね！」そんな
私の言葉に素直に応じてくれた生徒が今までに
何人かいました。それぞれの洗礼式や礼拝に駆
け付けたその時のことは、今でもよく覚えてい
ます。ある時はカトリック教会で、ある時はプ
ロテスタント教会で、ある時は湘南の海で。牧
師や司祭が手で水をすくって頭にかけたり、牧
師と共に海に入り全身を水に浸したりと洗礼の
方法はまちまちでしたが、洗礼では必ず水が用
いられました。それは自分の罪を洗い流してい
ただく象徴です。いずれも自分の罪のためにイ
エス様が十字架にかかってくださったこと、イ
エス様が自分の救い主であることを信じ、神様
の家族の一員となる決心をした生徒たちの大切
な「はじめの一歩」の時でした。
　「はじめの一歩」と書きました。洗礼を受け
る決心をした人は、それまでに教会の礼拝に通
っていたことでしょうし、牧師と受洗（洗礼を

受けることを受洗と言います）のための勉強会
をしたことでしょう。ちょっといい人間になろ
うと頑張ってみた人もいるかもしれません。そ
うなると、これまでの道程のゴールにあるのが
洗礼！と思いたくなるところですが、洗礼はや
っぱり「はじめの一歩」、神様を信じて生きる
道程の一歩目なのです。聖書に書いてあること
はとても複雑、キリスト教学校も長老派・ルタ
ー派・会衆派・バプテスト派などなど教派も多
種多様、クリスチャンの同僚を見てもその生き
方はまちまち。全てを理解してから洗礼を受け
ようと思っていたら、一回の人生では間に合い
ません。そして、たった一回の人生なのだか
ら、神を信じるなんてクレイジーなことはでき
ませんという方も多いと思います。しかし証拠
も根拠もなく「信じる」という営みは私たちの
学校生活に溢れています。児童・生徒を信じ
る、保護者を信じる、上司や同僚を信じる、教
育の力を信じる。そして信じた先にしか見られ
ない景色を、クレイジーではないかけがえのな
い景色を、この紙面を読まれている教職員の皆
さんは何度も目の当たりにしてきたと思うので
す。神を信じて生きる。その先でしか見えない
景色があります。その景色を見るためのはじめ
の一歩が洗礼なのです。
「あなたがたは行って、すべての民を
　わたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と
　聖霊の名によって洗礼を授けなさい。」
� マタイによる福音書28章19節

はじめの一歩の洗礼
横浜共立学園中学校・高等学校　聖書科

鈴木　泉

キリスト教
＆QAキリスト教の理解を深めるために

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります
６／13㈮～14㈯　第113回定時総会
� （北星学園大学・オンライン併用）
　　21㈯　　　　第70回東日本小学校教職員協議会
� （捜真小学校）
７／26㈯～28㈪　第69回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
　　29㈫　　　　第８回西日本小学校教職員協議会
� （同志社小学校）
7／31㈭～8／2㈯　第58回全国聖書科研究集会
� （北海道クリスチャンセンター他）
８／４㈪～６㈬　第12回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７㈭～８㈮　第10回全国災害支援連絡会議
� （北陸学院、石川県輪島市他）
　　18㈪～20㈬　第５回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　21㈭　　　　第69回全国大学部会研究集会
� （ホテルエミシア札幌）
　　21㈭～22㈮　第15回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　25㈪～26㈫　第５回中小規模学校連携協力懇話会
� （同志社中学校・高等学校）
　　28㈭～29㈮　第５回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （東北学院大学五橋キャンパス）
　　29㈮　　　　第12回大学新任教員研修会（オンライン）
９／５㈮～６㈯　第11回全国事務局長・事務長会議
� （福岡女学院大学）
10／23㈭～24㈮　第67回中高部会研究集会�（関西学院高等部）
11／７㈮～８㈯　第67回学校代表者協議会� （青山学院）

　
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅
を
降
り
、

改
札
を
出
る
と
右
手
前
方

に
緑
豊
か
な
丘
が
目
に
入

り
ま
す
。
こ
の
「
岩
崎

山
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に

は
、
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー

ス
・
ホ
ー
ム
、
そ
し
て
澤

田
美
喜
記
念
館
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
中
心
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず

れ
も
「
澤
田
美
喜
」
と
い

う
一
人
の
女
性
の
志
と
歩

み
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
澤
田
美
喜
と
聖

ス
テ
パ
ノ
学
園
の
歩
み
に

少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園

は
、
１
９
５
３
年
に
澤
田

美
喜
に
よ
っ
て
大
磯
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
澤
田
美

喜
は
三
菱
財
閥
創
始
者
・

岩
崎
彌
太
郎
の
孫
で
あ

り
、
岩
崎
久
彌
の
長
女
と

し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。

外
交
官
・
澤
田
廉
三
と
の

結
婚
後
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在

中
に
児
童
養
護
施
設
「
ド

ク
タ
ー
・
バ
ー
ナ
ー
ド
ス

・
ホ
ー
ム
」
を
訪
れ
、
そ

の
活
動
に
深
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　
戦
後
、
望
ま
れ
ず
に
生

ま
れ
た
混
血
児
た
ち
の
母

と
な
る
た
め
、
１
９
４
８

年
に
児
童
養
護
施
設
「
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス

・
ホ
ー
ム
」
を
設
立
。

「
失
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
取
り
戻
す
に
は

教
育
が
何
よ
り
重
要
」
と

の
信
念
か
ら
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
え
を
基
盤
に
聖
ス

テ
パ
ノ
学
園
を
創
設
し
ま

し
た
。
１
９
９
０
年
代
初

頭
ま
で
、
学
園
は
主
に
施

設
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
や
、
教

育
理
念
に
共
感
さ
れ
た
一

般
家
庭
か
ら
通
う
児
童
・

生
徒
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

尽
力
す
る
一
方
で
、
澤
田

美
喜
は
そ
の
生
涯
を
通
じ

て
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
遺
物
の
収
集
に
も
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
数
多
く
の

貴
重
な
遺
物
を
収
集
し
た

そ
の
想
い
は
、
以
下
の
記

念
館
建
設
趣
意
書
に
色
濃

く
表
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
記
念
館

　
　
　
　
建
設
趣
意
書

　
素
晴
ら
し
い
日
本
キ
リ

シ
タ
ン
の
殉
教
者
達
と
私

の
出
会
い
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
横
浜
間
の
船
の

上
で
し
た
。
白
山
丸
の
図

書
室
で
読
ん
だ
本
で
、
ロ

ー
マ
の
殉
教
者
達
の
そ
れ

に
も
増
し
て
美
し
い
殉
教

が
日
本
に
あ
っ
た
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
四
十
年
、
私

が
キ
リ
シ
タ
ン
に
魅
せ
ら

れ
て
、
九
州
の
島
々
を
巡

り
歩
い
て
集
め
た
遺
物
の

数
は
千
点
を
超
え
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
、
殉
教
者

の
子
孫
が
大
切
に
守
っ
て

き
た
品
々
に
私
は
強
い
信

仰
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
数
十
年
間
、

子
供
達
を
守
り
育
て
る
仕

事
の
中
で
、
私
は
幾
度
こ

れ
ら
の
遺
物
の
前
で
祈

り
、
力
づ
け
ら
れ
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

遺
物
を
納
め
た
チ
ャ
ペ
ル

は
私
の
「
か
け
込
み
寺
」

で
も
あ
り
ま
し
た
。
失
望

と
悲
嘆
と
涙
と
怒
り
の

時
、
こ
の
か
け
込
み
寺
は

私
に
光
と
希
望
と
、
そ
し

て
忍
耐
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
私
は
こ
の
得
難
い
経
験

を
私
有
す
る
こ
と
を
や
め

て
世
の
多
く
の
方
々
の
為

に
、
魂
の
療
養
所
を
建
設

し
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の

す
べ
て
を
お
献
げ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
キ

リ
ス
ト
を
信
じ
る
、
宗
派

を
超
え
た
信
徒
が
一
つ
に

な
っ
て
、
こ
の
世
に
も
ま

れ
な
、
誇
る
べ
き
私
共
の

先
祖
の
宝
を
守
っ
て
い
き

た
い
の
で
す
。
こ
の
建
物

を
「
一
致
教
会
道
場
」
と

名
付
け
、
平
和
を
愛
す
る

信
仰
を
も
り
立
て
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

１
９
８
０
年
４
月

（
原
文
の
ま
ま
引
用
）

　
奇
し
く
も
こ
の
趣
意
書

は
、
澤
田
美
喜
が
ス
ペ
イ

ン
へ
旅
立
つ
わ
ず
か
一
か

月
前
に
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
マ
ジ
ョ
ル
カ
島
で

そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
彼
女

の
遺
言
と
も
言
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
意
書
に
は
、
単

な
る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

遺
物
の
収
集
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
宗
派
を
超
え
た
信
徒
が

一
つ
に
な
っ
て
、
こ
の
世

に
も
ま
れ
な
、
誇
る
べ
き

私
共
の
先
祖
の
宝
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
強
い

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
一
致
教
会
道
場
」

と
い
う
名
に
は
、
世
界
を

視
野
に
歩
み
続
け
た
澤
田

美
喜
の
広
い
見
識
と
、
こ

の
記
念
館
に
託
し
た
大
き

な
願
い
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
澤
田
美
喜
記
念

館
に
は
、
彼
女
が
戦
前
・

戦
後
の
40
年
に
わ
た
り
蒐

集
し
た
、
江
戸
時
代
の
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
物

や
関
連
す
る
貴
重
な
品
々

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

訪
れ
る
人
々
は
、
こ
れ
ら

の
品
々
を
通
し
て
、
澤
田

美
喜
が
生
涯
を
か
け
て
守

り
伝
え
よ
う
と
し
た
信
仰

の
精
神
と
、
未
来
へ
の
希

望
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　
事
務
局
で
は
、
夏
期
休

暇
中
に
開
催
さ
れ
る
多
様

な
研
修
会
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

研
修
会
が
、
皆
さ
ま
に
と

っ
て
実
り
多
い
学
び
と
出

会
い
の
場
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。
梅
雨
の
蒸
し
暑
さ

が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
体
調
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
の
う

え
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

事
務
局
長

　
教
育
同
盟
が

後
援
す
る
標
記

セ
ミ
ナ
ー
が
８

月
11
日（
月
）～

１２
日（
火
）に
関

西
学
院
梅
田
校

舎
（
大
阪
市
北
区
）
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
今
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
を
―
い
の
ち
・

平
和
・
人
権
―
」
を
主
題
と
し
、
生
活
困
窮
者
支

援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
」
理
事

長
・
川
口
加
奈
氏
に
よ
る
主
題
講
演
を
は
じ
め
、

聖
書
研
究
、
分
科
会
、
全
国
交
流
会
が
あ
り
ま

す
。
前
日
10
日
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
実
施

予
定
。

◆
問
合
せ
：
第
35
回
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
事
務

局　

zenkirisem
i@
gm
ail.com

澤田美喜の志を礎に澤田美喜の志を礎に
エリザベス・サンダース・ホームからエリザベス・サンダース・ホームから
聖ステパノ学園、澤田美喜記念館へ聖ステパノ学園、澤田美喜記念館へ

聖ステパノ学園
小学校・中学校校長 上戸 基夫

澤田美喜

記
念
館
の
形
は
ノ
ア
の
箱
舟

第35回全国キリスト教学校人権教育セミナー

  2025 年に入り、国外でも国内でも大規模な山火事が起こりました。戦禍は収まらず、究極的な
富の偏在と権力者の専横とが世を覆っています。教育の現場では、特に地方の私学、キリスト教
学校に経済的圧迫が迫り、多様性と包摂性を目指してていねいに取り組んできたことが継承され
なくなっていく危惧があります。燃えさかる火の中でひとしずくの水を運び続けるハチドリのお話
を想起し、この山火事のような状況下でも、共に祈りつつ希望と勇気を与えられるセミナーにした
いと思っています。ぜひ、この夏のご予定にセミナー参加を加えてください。

澤田美喜記念館所蔵品より
※写真は同館より提供／詳しい解説もあります（下のQRコードから）

キリシタン貴重書
キリシタン関連の書物で
あり、また、戦国～徳川時
代の日本人以外の視点に
よる歴史証言が記された
16～17世紀の古書。
記念館では「枢機卿会広
報」「東方伝道史」「ヴァリ
ニャーノ書簡」「日本キリ
スト教諸事報告」といっ
た貴重な書物を管理・保
存しています。

澤田美喜記念館　開館：毎週 金・土 10～15時（詳細は上記よりHP参照）

南蛮聖水盆（礼拝用）
正面に十字紋

水差し（日常用）
十字架が意匠の家紋

板踏絵（聖母と使徒）
銅牌を埋め込んだ板

ご聖体の連祷と黙想の図　ラテン語をそのまま和文で綴った礼拝式文

キリシタン鍔
シモン・ペテロの姿を刻む

記念館HP
※解説は記念館館長の宮崎道忠氏によるもの

本欄写真を解説


